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特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ｕう

ね
Ｎ
Ｅ
が
製
造
す
る
ど
ぶ
ろ
く

「
雪
中
壱い
ち

乃の

界か
い

」
が
、
今
年
２

月
に
岩
手
県
で
開
催
さ
れ
た
全

国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
「
濃の
う

芳ほ
う

醇じ
ゅ
んの
部
」
で
優
秀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
米
と
こ
う
じ
の
甘
味

を
堪
能
で
き
る
昔
な
が
ら
の
食

べ
る
酒
。
そ
こ
に
は
、
天
水
田

で
の
酒
米
・
亀
ノ
尾
の
栽
培
か

ら
、
仕
込
み
、
瓶
詰
め
、
ラ
ベ

ル
貼
り
、
出
荷
ま
で
を
、
地
域

の
高
齢
者
や
若
者
、
ま
た
障
害

の
あ
る
人
ら
多
く
の
人
が
関
わ

る
、
代
表
の
家
老
さ
ん
ら
が
目

指
す
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ

福
祉
」
が
凝
縮
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
拠
点
が
、
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｕう

ね
Ｎ
Ｅ
Ｈは

う

す

Ａ
Ｕ
Ｓ

で
す
。
法
人
設
立
の

２
０
１
１
年
４
月
、

旧
栃
尾
地
区
の
過
疎

化
と
高
齢
化
が
進
む

中
山
間
地
の
空
き
家

に
、
障
害
の
あ
る
人

の
自
立
支
援
を
目
的

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
人
間
ら
し
く
誇

り
を
持
っ
て
一
生
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
を
農
園
芸
作

業
を
通
じ
て
構
築
す
る
」。
掲

げ
る
理
念
で
す
。
一
人
一
人
の

障
害
や
能
力
に
合
っ
た
仕
事
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。「
来
る

人
が
選
べ
る
。
好
き
な
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
満
足
で
き
効
率
も

上
が
る
。
い
ろ
ん
な
人
に
来
て

ほ
し
い
」と
の
考
え
か
ら
で
す
。

　

農
家
民
宿
と
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
を
営
み
、
地
場
食
材
を
使
っ

た
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
「
う
ね
ご

飯
」
は
大
好
評
。
域
外
か
ら
の

お
客
と
の
交
流
の
場
と
な
り
、

新
し
い
風
、
刺
激
が
吹
き
込
む

場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
食
事

に
来
る
こ
と
が
日
課
の
地
域
の

高
齢
者
に
は
生
き
が
い
を
感
じ

る
場
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。
誰

も
が
分
け
隔
て
な
く
利
用
で
き

る
居
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

水
田
で
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
亀

ノ
尾
、
餅
米
・
大
正
餅
を
作
付

け
、
ど
ぶ
ろ
く
は
３
年
前
か
ら

製
造
に
挑
ん
で
い
ま
す
。
蒸
し

米
仕
込
み
の
受
賞
商
品
と
は
別

に
製
造
す
る
、
ア
ル
フ
ァ
化
し

た
米
粉
を
使
っ
た
ど
ぶ
ろ
く
は

国
内
で
は
例
が
な
い
と
の
こ
と

で
す
。

　

地
域
の
協
力
を
得
て
、
山
林

で
容
易
に
手
に
入
る
ク
ロ
モ
ジ 

（
黒
文
字
）
を
原
料
と
す
る
爽

や
か
な
風
味
の
枝
茶
と
葉
茶
、

そ
の
抽
出
オ
イ
ル
を
使
っ
た

「
ピ
ロ
ー
ミ
ス
ト
」
と
抽
出
の
際

に
得
ら
れ
る
芳
香
蒸
留
水
を
生

か
し
た
「
フ
ロ
ー
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
」、
枝
と
葉
を
蒸
留
し
た

「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
」

の
製
造
も
始
め
て
い
ま
す
。
通

年
販
売
へ
力
を
入
れ
る
考
え
で

す
。
薬
用
酒
の
原
料
と
し
て
も

出
荷
し
て
い
ま
す
。
原
料
と
す

る
た
め
の
ク
ロ
モ
ジ
の
細
か
い

裁
断
は
全
て
手
作
業
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
障
害
者
雇
用
に

特
化
し
た
企
業
と
の
事
業
協
力

や
総
合
支
援
学
校
の
実
習
の
受

け
入
れ
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験

教
室
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
雪

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｕ
Ｎ
Ｅ
（
家
老
洋
・
代
表
理
事
＝
長
岡
市
）

過
疎
地
で
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
福
祉
実
践

◆ 

メ
　
モ 

◆ 

　

　

Ｕ
Ｎ
Ｅ
は
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
、

農
園
芸
、
越
後
の
頭
文
字
で
畝

も
意
味
す
る
。
第
２
の
宿
泊
施

設
「
Ｋ
Ｓ
☆
Ｈ
Ａ
Ｕ
Ｓ
」
も
加

わ
り
、
長
岡
市
の
信
濃
川
河
川

敷
に
は
「
福
祉
・
市
民 

体
験

農
園
」
も
開
設
し
て
い
る
。

住
所　

長
岡
市
一
之
貝
８
６
９

電
話　

 

０
２
５
８
―
８
６
―

８
１
２
１

http://une-aze.jim
do.

com
/

楽しい「うねご飯」タイム。
１食500円の献立は地域の方々が

得意な料理を中心に考案

活動拠点の
ＵＮＥＨＡＵＳ前で
代表の家老さん（左）
とスタッフ
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下
ろ
し
、
そ
し
て
高
齢
者
の
買

い
物
送
迎
サ
ー
ビ
ス
な
ど
仕
事

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

家
老
さ
ん
は
、
今
後
は
障

害
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
、

ペ
ッ
ト
関
連
事
業
も
含
め
た

「
老
犬
施
設
」
も
作
り
た
い
と

話
し
ま
す
。
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ

ピ
ー
も
併
せ
て
触
法
少
年
も
働

け
る
環
境
づ
く
り
を
考
え
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
若
者
た
ち
を
引

き
込
む
こ
と
が
狙
い
で
す
。
横

断
的
福
祉
を
軸
と
し
た
地
域
づ

く
り
の
試
み
と
奮
闘
。「
20
年
後

に
は
い
ろ
ん
な
人
が
住
ん
で
、

に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
ほ
し
い
」。

Ｕ
Ｎ
Ｅ
は
元
気
な
地
域
を
目
指

す
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

◇　
　
　

◇

　

地
域
の
社
会
資
源
を
耕
し
、

共
生
社
会
に
向
か
っ
て
、
地
域

を
支
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
団
体

な
ど
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

＝
随
時
掲
載
＝

新潟県が作製したヘルプカード

2019 年４月 うねごはん献立表

県がヘルプカード
配布開始

～いざという時に支援求める～
　

外
見
か
ら
は
分
か
り
づ
ら
い

障
害
の
あ
る
人
や
病
気
の
人
ら

が
、
周
囲
に
援
助
や
配
慮
を
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ

る
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」。
新
潟

県
で
は
、
赤
字
に
白
い
十
字
と

ハ
ー
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
マ
ー

ク
が
付
い
た「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」

の
配
布
を
始
め
ま
し
た
。

　

カ
ー
ド
に
は
、
か
か
り
つ
け

医
療
機
関
な
ど
の
ほ
か
、
具
体

的
な
「
お
願
い
し
た
い
こ
と
」

を
記
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
携
帯
し
災
害
時
や
緊

急
時
な
ど
い
ざ
と
い
う
時
に

カ
ー
ド
を
示
す
こ
と
で
、
個
々

に
応
じ
た
適
切
な
手
助
け
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
県
内
在

住
で
義
足
や
人
工
関
節
を
使
っ

て
い
る
人
、
心
臓
機
能
障
害
や

腎
臓
機
能
障
害
な
ど
の
内
部
障

害
の
あ
る
人
や
難
病
の
人
、
妊

娠
初
期
の
人
な
ど
で
す
。
県
障

害
福
祉
課
で
は
「
抱
え
る
障
害

は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
必
要
な
手

助
け
に
つ
な
げ
る
一
助
と
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ド
は
二
つ
折
り
で
、
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
県
障
害

福
祉
課
で
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
郵
送
（
送
料
は
希
望

者
負
担
）
で
申
し
込
む
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
県
で
は
７
月
を
め
ど

に
、
か
ば
ん
な
ど
に
付
け
る

マ
ー
ク
入
り
ス
ト
ラ
ッ
プ
タ
グ

１
万
５
０
０
０
枚
を
作
り
、
援
助

や
配
慮
の
必
要
な
希
望
者
に
１
人

１
枚
無
料
で
配
る
予
定
で
す
。

　

マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
人
を

見
か
け
た
り
、
カ
ー
ド
を
提
示

さ
れ
た
場
合
は
、
電
車
や
バ
ス

で
席
を
譲
っ
た
り
、
駅
や
商
業

施
設
で
声
を
掛
け
る
配
慮
や
、

災
害
時
に
は
避
難
の
支
援
な
ど

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
県
で
は
今

後
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
作
製
し
て

周
知
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
２
０
１
２

年
に
東
京
都
が
制
作
、
全
国
へ

の
普
及
が
進
ん
で
い
ま
す
。
県

は
昨
年
度
に
準
備
を
進
め
、
３

月
29
日
か
ら
配
布
を
始
め
ま
し

た
。
燕
市
や
三
条
市
な
ど
も
既

に
独
自
に
製
作
し
た
カ
ー
ド
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
せ
は
同
課
、
０
２
５

―
２
８
０
―
５
２
１
１
へ
。
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魚
沼
地
域
６
市
町
村
の
社
会

福
祉
協
議
会
が
、
災
害
発
生
時

に
協
力
し
合
い
被
災
者
支
援
活

動
の
強
化
と
効
率
化
を
図
る
こ

と
を
目
指
し
、「
三
魚
沼
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
災
害
時
相
互

協
力
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
旧
２

市
３
郡
（
魚
沼
地
方
の
通
称
）

の
地
域
で
あ
る
小
千
谷
市
、
魚

沼
市
、
十
日
町
市
、
南
魚
沼
市
、

湯
沢
町
、
津
南
町
の
各
社
協
で

す
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派

遣
や
平
時
の
情
報
交
換
な
ど
、

普
段
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
性

を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

災
害
時
の
主
な
協
力
内
容

は
、
①
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
や
状

況
の
情
報
収
集
②
物
資
な
ど
の

調
達
及
び
仕
分
け
輸
送
③
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設

置
・
運
営
④
専
門
的
な
技
術
を

活
用
し
た
支
援
⑤
情
報
の
発
信

―
で
す
。

　

ま
た
、
平
常
時
に
お
け
る
活

動
と
し
て
、
各
社
会
福
祉
協
議

会
の
連
絡
担
当
者
が
、
定
期
的

に
選
定
し
た
議
題
を
も
と
に
会

議
を
開
催
す
る
ほ
か
、
災
害
時

に
お
い
て
協
定
が
円
滑
に
運
用

さ
れ
る
よ
う
、
平
常
時
か
ら
情

報
の
交
換
な
ど
を
行
う
―
と
し

て
い
ま
す
。

　

３
月
８
日
に
、
６
社
協
の
会

長
ら
が
出
席
し
て
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

魚
沼
６
社
協
が
災
害
協
定

６
社
協
の
会
長
が
調
印
式
に
臨
ん
だ

　

｢

児
童
福
祉
週
間｣

（
５
月
５

日
〜
11
日
）が
や
っ
て
き
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
標
語
は｢

そ
の

気
持
ち　

誰
か
を
笑
顔
に
さ
せ

る
種｣

（
山
口
県
の
吉
村
唯
さ

ん
・
14
歳
）
で
す
。
子
ど
も
た

ち
が
、
家
庭
や
地
域
で
豊
か
な

愛
情
に
包
ま
れ
、
夢
と
希
望
を

持
ち
、
未
来
の
担
い
手
と
し
て

個
性
豊
か
に
た
く
ま
し
く
育
つ

こ
と
を
願
い
、
全
国
で
さ
ま
ざ

ま
な
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

運
動
の
柱
は
例
年
通
り
①
児

童
福
祉
の
理
念
の
普
及
②
家
庭

に
お
け
る
親
子
の
ふ
れ
あ
い
促

進
③
地
域
に
お
け
る
児
童
健
全

育
成
活
動
の
促
進
④
児
童
虐
待

へ
の
適
切
な
対
応
⑤
母
と
子
の

健
康
づ
く
り
の
推
進
⑥
多
様
化

す
る
保
育
需
要
等
へ
の
対
応
⑦

障
害
の
あ
る
子
ど
も
等
に
対
す

る
理
解
の
促
進
―
の
７
項
目
で

す
。

そ
の
気
持
ち
　
誰
か
を
笑
顔
に
さ
せ
る
種

５
日
か
ら
11
日
ま
で「
児
童
福
祉
週
間
」

　「オアシス21」は８・12月の年２回（各２万
部）、「福祉にいがた」は前記を除く月の年10回（各
１万５千部）発行しており、両者合わせて毎月１回読
者にお届けしております。
　配置・配布先は、市区町村社会福祉協議会、保育園
を含む社会福祉施設のほか、小学校から大学までの教
育機関、銀行や図書館・公民館窓口などであり、幅広
い方々から手に取っていただいています。

社会福祉法人新潟県社会福祉協議会機関誌広告基本料金表
区分 大きさ 掲載料 カラー

全ページ（裏表紙）縦25.5㎝×横17㎝ 14万円 18万円（20万円）
半ページ 縦12.5㎝×横17㎝ 7.5万円 10万円（12万円）
２　　段 縦10㎝×横17㎝ ６万円 ８万円
１　　段 縦５㎝×横17㎝ ３万円 ４万円

機関誌「福祉にいがた」「福祉にいがた　オアシス21」の広告募集

＊消費税別　＊版下代は広告主負担　＊カラーのカッコ内は裏表紙料金
問い合わせ　新潟県社会福祉協議会　企画広報課　☎025（281）5584
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●県社会福祉協議会 （単位：円）
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

●県広域社会福祉団体 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

●県広域社会福祉施設 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

●地域活動支援センター等 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

平成30年度共同募金配分公告
　昨年10月から本年３月まで実施した共同募金の募金総額は466,066,781円となりました。改めて県民の皆様に感謝申し上げますとと
もに、社会福祉法第120条及び本会定款第47条に基づき、次のとおり公告します。

平成31年３月31日　社会福祉法人　新潟県共同募金会　会長　小田敏三

募金の部 （単位：円） 配分の部 （単位：円）

合　　　　　　計 合　　　　　　計

●ボランティア団体 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

●地域活動支援団体
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

●市町村社会福祉協議会地域活動用車両
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

●児童養護施設等就労支援 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

●テーマ型募金支援 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

●物品助成 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

●「こどもたちの明るい未来づくり基金」から子供食堂への助成
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

●市町村地域助成
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

●地域歳末たすけあい 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

●NHK歳末たすけあい 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

●あったか雪募金 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

●障害者支援施設車両
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

※ 詳細な使途内容については赤い羽根データベースはねっと
（https://hanett.akaihane.or.jp/）をご覧ください。

●新テーマ型募金
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容
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〈SJNK18-13566　2019.1.16 作成〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

地域福祉活動やボランティア活動の一環として行われる各種行事におけるケガや賠償責任を補償！

送迎サービス補償（傷害保険）

送迎・移送サービス中の自動車事故など
によるケガを補償！
●送迎・移送サービス利用者を特定したＡプラン
●送迎・移送サービスのための自動車を特定したＢプラン

●行事参加者（主催者〔個人〕を含みます。）全員のケガを補償　●行事主催者の損害賠償責任も補償

福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ヘルパー・ケアマネジャーなどの活動中の
ケガや賠償責任を補償！
●在宅福祉サービス
（公的介護保険対象外
サービスを含みます。）

●地域福祉サービス

●障害福祉サービス
●児童福祉サービス
●障害者地域生活支援事業　
●介護保険サービス　　　　 など

対象となるボランティア活動対象となるボランティア活動 保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）
◆グループの会則に則り企画、立案された活動であること
　（グループが社会福祉協議会に登録されていることが必要です。）
◆社会福祉協議会に届け出た活動であること
◆社会福祉協議会に委嘱された活動であること
※活動のための学習会または会議などを含みます。
※自宅などとボランティア活動を行う場所との通常の経路による
　往復途上を含みます。（自宅以外から出発する場合は、その場所
　と活動場所への往復途上となります。）

保険金をお支払いする主な場合保険金をお支払いする主な場合
● 清掃ボランティア活動中、転んでケガをして通院
　した。（ケガの補償）
● 活動に向かう途中、交通事故にあって亡くなられ
　た。（ケガの補償）
● 活動中、食べた弁当でボランティア自身が食中毒に
　なって入院した。（ケガの補償）
● 家事援助ボランティア活動で清掃中、誤って
　花びんを落としてこわした。（賠償責任の補償）
●自転車でボランティア活動に向かう途中、誤って
　他人にケガをさせた。（賠償責任の補償）

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン

1,040万円 1,400万円

1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

6,500円

350円 510円

500円 710円

10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

4,000円 6,000円

5億円
（限度額）

300万円
（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症の補償 上記後遺障害、入院、通院の
各補償金額（保険金額）に同じ

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

葬祭費用保険金
（特定感染症）

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）   

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火または津波）に起因する被保険者自身のケガを補償します（天災危険担保特約条項）が、賠償責任の補償に
　　ついては、天災に起因する場合は対象になりません。

団体割引 20％適用済／過去の損害率による割増引適用

●この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

平成31年度

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、パンフレット・詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉
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951-8133 
1-47-1  

TEL 025-267-1221 FAX 025-233-7255 
URL http://kenkyosai.jp  

 

福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉NNNNNNNEEEEEEEWWWWWWWSSSSSSS 2019年３月11日～2019年４月10日
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※都合により日程・研修内容、申込開始日、申込締切日等変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。
※各研修会は新潟県社会福祉協議会ホームページからお申し込みください。（http://www.fukushiniigata.or.jp/）

2019年度　社会福祉関係職員研修実施計画表

区分 研修名 受講対象者 受講定員
（人） 実施日 会場

新任職員研修 福祉行政新任職員研修 在職１年未満の県・市町村職員 40 　2019年５月16日（木）～ 17日（金） 新潟ユニゾンプラザ

福祉職員キャリアパス
対応生涯研修課程

初任者コース 職務経験３年以下の新任職員

80 ［第１回］　2019年７月17日（水）・18日（木） 新潟ユニゾンプラザ

80 ［第２回］　2019年９月11日（水）・12日（木） 新潟ユニゾンプラザ

80 ［第３回］　2019年10月30日（水）・31日（木）燕三条地場産業振興センター

80 ［第４回］ 　2019年11月21日（木）・22日（金）新潟ユニゾンプラザ

中堅職員コース 職務経験概ね４年以上で主任､係長
に就いていない中堅職員

80 ［第１回］　2019年７月23日（火）・24日（水） 新潟ユニゾンプラザ

80 ［第２回］ 　2019年８月27日（火）・28日（水） 燕三条地場産業振興センター

80 ［第３回］　2019年９月３日（火）・４日（水） 新潟ユニゾンプラザ

80 ［第４回］　2019年10月24日（木）・25日（金）新潟ユニゾンプラザ

80 ［第５回］　2019年11月13日（水）・14日（木）新潟ユニゾンプラザ

80 ［第６回］　2019年12月４日（水）・５日（木） 新潟ユニゾンプラザ

チームリーダーコース 主任、係長に就いている職員又はそ
れに該当する指導的職員

80 ［第１回］　2019年９月25日（水）・26日（木） 燕三条地場産業振興センター

80 ［第２回］　2019年10月１日（火）・２日（水） 新潟ユニゾンプラザ

80 ［第３回］ 　2019年11月６日（水）・７日（木） 新潟ユニゾンプラザ

管理職員コース 施設長・事務局長等の役職にある職
員、又はそれに該当する管理者 60 　2019年８月８日（木）・９日（金） 新潟ユニゾンプラザ

テーマ別研修

福祉事業所における
キャリアパス構築支援研修

社会福祉施設・事業所の管理職員及
び人材育成担当者等 80 　2019年５月20日（月） 新潟ユニゾンプラザ

エルダー研修 新人職員の育成・指導を担当してい
る、又は担当予定の福祉関係職員 120 　2019年６月５日（水） 新潟ユニゾンプラザ

福祉職場の働き方改革研修 施設長・事務局長・管理者等 80 　2019年６月11日（火） 新潟ユニゾンプラザ

接遇研修〔初任者コース〕 職務経験２年未満の新任職員
70 ［第１回］　2019年６月18日（火） 新潟ユニゾンプラザ

70 ［第２回］ 　2019年７月４日（木） 新潟ユニゾンプラザ

接遇研修〔リーダーコース〕 職務経験５年以上の指導的職員
70 ［第１回］ 　2019年７月25日（木） 新潟ユニゾンプラザ

70 ［第２回］ 　2019年９月20日（金） 新潟ユニゾンプラザ

社会福祉職員
スタートアップ研修

職務経験1年以下の新任職員で､ 過去に
社会福祉の基礎を学んだことがない方 120 　2019年８月１日（木）・ ２日（金） 新潟ユニゾンプラザ

職場研修担当職員研修 職場研修担当者 70 　2019年８月20日（火）・21日（水） 新潟ユニゾンプラザ

スーパービジョン研修 チームリーダー（指導的職員）又は人
材育成担当職員 60 　2019年８月30日（金） 新潟ユニゾンプラザ

コミュニケーションスキルアップ
研修〔初任者コース〕 職務経験２年未満の新任職員 120 　2019年５月30日（木） 新潟ユニゾンプラザ

ストレスマネジメント研修 福祉関係職員 100 　2019年５月31日（金） 新潟ユニゾンプラザ
フィジカルアセスメント研修 高齢者福祉関係職員 100 　2019年６月７日（金） 新潟ユニゾンプラザ

チームワーク向上研修 主任・係長等に就いている職員又は
それに該当する指導的職員 100 　2019年６月19日（水） 新潟ユニゾンプラザ

コミュニケーションスキルアップ
研修〔リーダーコース〕 職務経験10年以上の指導的職員 120 　2019年６月26日（水） 新潟ユニゾンプラザ

高齢者・障害者
虐待防止・対策研修 高齢者及び障害者福祉関係職員 120 　2019年６月27日（木） 新潟ユニゾンプラザ

相談面接技術基礎研修
相談援助業務に従事している職員
（３年以下）、又は今後相談業務に従
事する予定の職員

80 　2019年７月３日（水） 新潟ユニゾンプラザ

認知症ケア・対応研修 福祉関係職員
120 ［第１回］ 　2019年 ７月 ９日（火） 新潟ユニゾンプラザ

120 ［第２回］ 　2019年10月23日（水） 新潟ユニゾンプラザ

記録の書き方研修 福祉関係職員
120 ［第１回］ 　2019年７月10日（水） 新潟ユニゾンプラザ

120 ［第２回］ 　2019年10月４日（金） 新潟ユニゾンプラザ

気づく力研修 職務経験概ね４年以上で主任、係長
に就いていない中堅職員

120 ［第１回］ 　2019年８月22日（木） 新潟ユニゾンプラザ

120 ［第２回］ 　2019年９月10日（火） 新潟ユニゾンプラザ

福祉・介護職員
リーダーシップ研修 福祉関係職員 100 　2019年９月６日（金） 新潟ユニゾンプラザ

アクティビティ・ケア研修 福祉関係職員 120 　2019年９月18日（水） 新潟ユニゾンプラザ
伝える力研修 福祉関係職員 120 　2019年10月16日（水） 新潟ユニゾンプラザ
コーチング研修 福祉関係職員 120 　2019年10月17日（木） 新潟ユニゾンプラザ
対人援助職のためのファシリテーション研修 福祉関係職員 100 　2019年11月12日（火） 新潟ユニゾンプラザ
口腔ケア研修 福祉関係職員 120 　2019年11月29日（金） 新潟ユニゾンプラザ
モチベーションアップ研修 福祉関係職員 120 　2019年12月11日（水） 新潟ユニゾンプラザ
看取りケア研修 福祉関係職員 120 　2019年12月18日（水） 新潟ユニゾンプラザ

【お問い合わせ】新潟県社会福祉協議会 新潟県社会福祉研修センター　TEL：025-281-5524
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社会福祉法人　新潟県社会福祉協議会　新潟県福祉人材センター　TEL 025-281-5523　FAX 025-282-0548

　新潟県福祉人材センターでは、『福祉人材無料職業紹介事業』を大きな柱に、福祉の仕事や就職活動についての相談
や情報提供など、福祉人材の確保や定着に向けた事業を行っています。

福祉人材無料職業紹介事業
　県内３カ所の相談窓口で、福祉施設等へ就職を希望する方の相談や、求職登録を行い、福祉事業所の求人に応じて福祉職場を紹介
します。長岡・上越での相談予約は下記電話番号までお電話ください。

【相談談窓口口】

新　　潟
場 　 　 所

新潟ユニゾンプラザ３階
〒 950-8575　
新潟市中央区上所 2-2-2

相 談 日

月曜日～金曜日
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

相 談 時 間

９:00 ～ 17:00

予約
不要

長　　岡
場 　 　 所

長岡市社会福祉センタートモシア２階
〒 940-0071　
長岡市表町 2-2-21

相 談 日

月曜日～金曜日
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

相 談 時 間

10:00 ～ 16:00

要
予約

予約受付時間

９:00 ～ 17:00
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

上　　越
場 　 　 所

上越総合福祉センター２階
〒 943-0806　
上越市木田新田 1-1-3

相 談 日

月曜日～金曜日
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

相 談 時 間

11:00 ～ 16:00

要
予約

予約受付時間

９:00 ～ 17:00
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

寄　付
日　付 寄付者 寄付額

平成31年４月３日
新潟ろうきん
夢咲きclub、
新潟ろうきんシ
ニア倶楽部様

244,574円

寄付ありがとうございました（敬称略）

～新入生の皆さん
お忘れなく！～

■2019年度
　「シニアカレッジ新潟」入学式
　長岡会場　 ５月20日13時から
　　　　　　アトリウム長岡
　新潟会場　５月21日13時から
　　　　　　新潟ユニゾンプラザ
　上越会場　５月23日13時から
　　　　　　高陽荘

～福祉のお仕事しませんか！～
■ハローワーク出張個別相談・セミナー
　新発田　５月10日13時30分～ 15時
　　　　　（６月以降は偶数月第１金曜日）
　上　越　５月８日13時30分～ 15時30分
　　　　　（毎月第２水曜日）
　三　条　５月21日13時30分～ 15時30分
　　　　　（毎月第３火曜日）
　柏　崎　５月28日13時30分～ 15時
　　　　　（毎月第４火曜日）
　長　岡　５月17日10時～ 11時30分
　　　　　（毎月第３金曜日）
　　巻　　５月24日10時～ 12時
　　　　　（毎月第４金曜日）
　新　津　５月15日13時30分～ 15時
　　　　　（奇数月第３水曜日）
　※ 会場は各ハローワーク、詳細は各ハローワー
クにお問い合わせください。

～全国大会目指しファイト～
■第24回にいがたねんりんピック競技一覧
　（終了、予定含む）
　ペタンク………………４月21日・ 
　　　　　　　　　　　長岡市信濃川河川公園サッカー場
　テニス…………………５月 ３日・新潟市庭球場
　ソフトボール…………５月11日・
　　　　　　　　　　　 糸魚川市姫川運動広場
　ダンススポーツ………５月12日・
　　　　　　　　　　　新潟市鳥屋野総合体育館
　ゴルフ…………………５月17日・ 
　　　　　　　　　　　柏崎市石地シーサイドカントリークラブ
　ソフトバレーボール…５月19日・上越市総合体育館
　弓道……………………５月19日・彌彦神社弓道場
　卓球……………………５月26日・ 燕市吉田総合体育館
　ソフトテニス…………６月 ２日・
　　　　　　　　　　　五泉市粟島テニスコート
　ゲートボール…………６月12日・加茂市七谷野球場
　バウンドテニス………６月23日・佐渡市両津総合体育館
　剣道……………………10月６日予定・五泉市村松体育館
　太極拳…………………10月13日予定・
　　　　　　　　　　　新潟市西総合スポーツセンター

県社協情報コーナー
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新
発
田
商
業
高
校
イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
同
好
会
は
、
１
９
８
７

年
か
ら
新
発
田
城
南
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
助
言
と
ご
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
奉

仕
活
動
を
通
し
て
、
他
者
を
尊

重
し
自
ら
進
ん
で
助
け
る
態

度
、
ま
た
各
自
の
責
任
を
果
た

し
努
力
す
る
こ
と
の
貴
さ
、
そ

し
て
台
湾
研
修
の
参
加
に
よ
っ

て
国
際
理
解
に
つ
い
て
見
聞
を

広
め
る
な
ど
、
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

台
湾
研
修
で
は
言
葉
の
壁
を
心

配
し
て
い
ま
し
た
が
、
お
互
い

の
思
い
を
伝
え
よ
う
と
身
ぶ
り

手
ぶ
り
を
交
え
て
交
流
し
、
す

ぐ
に
と
け
こ
む
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

こ
の
研
修
を
き
っ
か
け
に
生

徒
た
ち
は
自
信
を
つ
け
、
帰
国

後
は
、
以
前
よ
り
も
積
極
的
に

行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
と

て
も
た
く
ま
し
く
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
生
徒
た
ち
は
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
様
か

ら
人
間
的
成
長
の
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
大
変
幸

せ
な
こ
と
だ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
か
に
も
、地
域
の
方
々

か
ら
お
声
掛
け
い
た
だ
き
、
街

頭
募
金
活
動
お

よ
び
イ
ベ
ン
ト

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
本
校 

は
、高
文
連（
県

高
等
学
校
文
化

連
盟
）
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
専
門
部
に
加
盟
し
、

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
に

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
車
い
す
の
操
作・介
助
法
」

「
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
」「
視
覚

障
害
者
へ
の
ヘ
ル
プ
法
」
な
ど
、

生
徒
た
ち
は
初
め
て
の
体
験
に

興
味
津
々
で
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
わ
る
知
識
・
技
術
を
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
充
実

し
た
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
今
ま
で
の
よ
う
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
依
頼
を

待
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
生

徒
た
ち
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し

合
い
、
地
域
の
方
々
に
向
け
て

発
信
し
て
い
く
よ
う
な
活
動
が

で
き
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て

の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
地
域

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育

成
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
同
好
会 

顧
問

荻
野
　
美
和
子

に
い
が
た
☆
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介

笑
共に
顔

Vol.8

【部の紹介】　新発田市恒
例の「全国雑煮合戦」や
「子どもフェスティバル」
など、イベントのボラン
ティアスタッフとして地
域との交流を続けている。
このほか、街頭募金活動
や３Rキャンペーンアン
ケート調査にも取り組ん
でいる。

台
湾
研
修
で
自
信
と
積
極
性
増
す

ボランティア講習会での車いすバスケット体験

３Ｒキャンペーンアンケート調査

新
発
田
商
業
高
等
学
校

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
同
好
会
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田
植
え
と
、
田
植
え
に
付
随
す
る
祝
い
を
サ

ツ
キ
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
先
月
、
田
の
神
さ

ま
と
桜
の
話
題
を
出
し
ま
し
た
が
、
田
の
神
さ

ま
は
別
名
「
サ
の
神
」
と
言
い
ま
す
。
桜
や
サ

ツ
キ
は
田
の
神
さ
ま
に
関
わ
る
名
称
な
の
で
す
。

キ
ナ
コ
の
色
が
稲
の
花
に
似
て
い
る
の
で
、
サ

ツ
キ
の
日
に
は
「
稲
の
花
の
咲
き
が
良
い
よ
う

に
」
と
い
う
ま
じ
な
い
で
、
豊
作
を
祈
っ
て
キ

ナ
コ
を
か
け
た
ご
飯
を
神
棚
と
仏
壇
に
あ
げ
る

家
も
あ
り
ま
し
た
。

　

手
で
植
え
て
い
た
こ
ろ
の
田
植
え
は
大
仕
事

で
、
何
日
も
か
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

昼
は
外
で
食
べ
る
か
、
は
き
も
の
を
脱
が
ず
に

縁
側
で
食
べ
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
時
に
も
キ

ナ
コ
を
か
け
た
ご
飯
を
食
べ
た
そ
う
で
す
。

　

田
植
え
が
す
べ
て
終
わ
る
と「
サ
ノ
ボ
リ
」（
サ

ナ
ブ
リ
）
と
い
う
お
祝
い
が
行
わ
れ
、
赤
飯
や

お
は
ぎ
を
食
べ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
田
の
神

さ
ま
が
田
植
え
を
見
届
け
て
山
に
登
る
（
帰
る
）

祭
り
だ
と
も
、
早
苗
振
舞
い
で
あ
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

田
の
神
さ
ま
が
田
に
降
り
て
く
る
の
は
３
月

の
16
日
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
田
の
仕
事
が

で
き
る
の
は
そ
れ
以
降
で
、
４
月
に
な
る
と
ス

ズ（
種た

ね
も
み

）を
ま
い
て
ス
ズ
ま
き
祝
い
を
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
祈
り
の
中
で
育
て
ら
れ
た
稲
の
苗

を
、
田
植
え
の
最
後
の
日
に
１
苗
を
持
ち
帰
っ

て
神
棚
に
供
え
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

米
と
い
う
字
は
八
+
十
+
八
と
書
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
手
間
が
か
か
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
八
十
八
手
間
世
話
を
し
て
も
、

天
候
に
左
右
さ
れ
る
米
作
り
な
の
で
、
後
は
祈

る
だ
け
な
の
で
す
ね
。

　

イ
ラ
ス
ト
は
、
ま
だ
農

業
機
械
が
普
及
す
る
前
の

昭
和
20
〜
30
年
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
描
き
ま
し
た
。

　
　

文
・
絵　

高
橋　

郁
丸

　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
民
俗
学
会
理
事
・

新
潟
妖
怪
研
究
所
長
）

田
植
え

　
豊
作
祈
り
神
棚
に
キ
ナ
コ
か
け
ご
飯

新潟ユニゾンプラザ 情  報
貸ホール・貸会議室は新潟ユニゾンプラザへ
　多目的ホール、大会議室、大・中・小研修室など
用途や規模にあわせてご利用いただけます。
　無料の専用駐車場（220台）を完備しております。
◆貸室の利用申込方法
　 ユニゾンプラザホームページよりお申し込みくだ
さい。貸室の予約状況も公開しています。
　URL：http://www.unisonplaza.jp/

◆主な貸室の紹介
【 和　室 】

［定員］24～ 40名
［広さ］81～ 102㎡

　会議・セミナー・教室
など幅広い用途にお使い
いただけます。
　跳ね上げ式テーブルに
より、配置換えの移動も
容易にできます。

　地域の集会やサークル
の集いの場、茶道・華道
のお稽古、趣味などに広
くご活用いただけます。

［広さ］　20畳
（座卓６卓、座椅子 24本）

【小研修室１～４】

の



12

「誰か居るかな？」から名付けた図書館。近所の人や
友人らが持ち込んだ本も含めて蔵書は 200 冊ほど
になる

◆
〒
９
５
０ｰ

８
５
７
５　

新
潟
市
中
央
区
上
所
２
―
２
―
２

　

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３
階　

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
企
画
広
報
課

◆
フ
ァ
ク
ス　

０
２
５ｰ

２
８
１ｰ

５
５
２
８　

◆
Ｅ
メ
ー
ル　
ｏ
ａ
ｓ
ｉ
ｓ
ｕ
@
ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｉ
ｉ
ｇ
ａ
ｔ
ａ
．ｏ
ｒ
．ｊ
ｐ

ご
意
見
ご
感
想
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

引
き
こ
も
り
な
ど
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え

る
若
者
に
寄
り
添
い
、
就
労
・
就
学
支
援

や
相
談
に
当
た
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
え
ち
ご
若
者
元
気
塾
」
を
立
ち
上
げ
て

10
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
あ
っ
と
い
う
間
の
10
年
。
利
用
者
は

５
０
０
人
を
超
え
、
就
労
し
た
人
は
５

割
。家
か
ら
出
る
き
っ
か
け
に
な
る
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
が
あ
る
こ
と
が
う
れ

し
い
。」

　

若
者
た
ち
の
孤
立
を
防
ぐ
居
場
所
を
毎

週
木
曜
日
、
高
田
公
園
近
く
の
民
家
に
設

け
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
思
い
思
い
の
時
間

を
過
ご
し
ま
す
。
昼
食
を
囲
み
、
み
そ
造

り
を
楽
し
ん
だ
り
、本
を
読
ん
だ
り
、じ
っ

と
座
っ
て
い
た
り
…
。
社
会
福
祉
士
や
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
精
神
保
健
福
祉
士
が

親
身
に
な
っ
て
就
労
相
談
な
ど
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　

２
階
に
は
「
い
る
か
な
図
書
館
」
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
話
題
作
な
ど
「
君
と
読
み

た
い
１
０
０
冊
の
本
」が
並
ん
で
い
ま
す
。

一
般
の
図
書
館
に
行
き
づ
ら
い
若
者
に
も

気
軽
に
読
書
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う

思
い
で
す
。
同
時
に
、
本
を
借
り
、
返
却

す
る
こ
と
が
他
人
と
の
触
れ
合
い
や
外
出

す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
願

い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
引
き
こ
も
っ

て
い
た
時
に
、
読
ん
だ
本
の
１
行
に
慰
め

ら
れ
た
、
そ
ん
な
利
用
者
の
話
が
図
書
館

開
設
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

若
者
の
問
題
と
向
き
合
う
契
機
は
、
友

人
か
ら
の
依
頼
で
、
三
条
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
サ
テ
ラ
イ
ト
（
現
在
は
上
越
地
域

若
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
と
し
て
支
援

活
動
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
大
学
で

社
会
福
祉
を
学
び
、
居
宅
介
護
事
業
所
を

立
ち
上
げ
、
成
年
後
見
や
高
齢
者
福
祉
に

尽
力
し
て
き
た
藤
田
さ
ん
に
は
初
め
て
の

世
界
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

で
も
、「
個
性
を
大
事
に
、
互
い
に
尊

重
し
て
い
け
れ
ば
良
い
」
と
、
行
政
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
持
ち
前
の
明
る
さ
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
も
「
マ
イ
ン
ド
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
。
障
害
の
あ
る
な
し
に
関
係
な

く
、
そ
の
子
に
応
じ
た
引
き
寄
せ
方
で
信

頼
関
係
を
築
い
て
い
る
」
と
信
頼
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

生きづらさ抱える若者に寄り添う

福 祉 の 現 場
No.36

― 福祉の現場で働く人たちに、 
仕事の魅力と懸ける思いを聞きました―

特定非営利活動法人
えちご若者元気塾　理事長

藤
ふじ

田
た

健
たつ

男
お

さん

◆資格
　社会福祉士　介護福祉士
◆モットー
　若者のありのままを受け入れる
◆所属団体情報
　えちご若者元気塾
　上越市頸城区片津 421-3
　☎ 080-4891-6244
　e-mail
　　 echigowakamono@gmail.com
　ホームページ
　　http://genkijuku.info/

ユニゾンの図書館ニュース
マンガでわかる 成年後見制度
編著：中山　二基子［弁護士］　マンガ：秋田　綾子　発行：講談社
　成年後見制度は、認知症などで判断能力を失ってもその人の財産を守る大切な制度です
が、難しくてなかなか理解してもらえません。そこで本書は、実際に相談を受けたケース
を 12話のマンガにしました。なぜ、この制度が必要なのか、スムーズに利用するにはど
うしたらよいか、認知症になっても安心して暮らすには今何をしておいたらよいのか、な
どを登場人物と一緒に考えながら学べます。入門書としていかがでしょうか。

問い合わせ　新潟ユニゾンプラザ図書情報ルーム　☎ 025-281-5514


